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1	 ま え が き

社会インフラ向けネットワークに求められる責務
は，制御情報・画像情報・音声情報などを遅延なく
正確に伝送することである。これらの責務を果たす
ためには，以下の三つの要件を満たす必要がある。
⑴ 停止することなく動作を維持
通信機器及び回線は，24時間停止や性能低下を起こ
すことなく通信を維持する必要がある。
⑵ 欠落の無い情報通信
通信機器及び回線は，ノイズや温度などの外乱に影
響されることなく，正確な情報のみを伝送する必要
がある。
⑶ 遅延のない伝送
通信機器及び回線は，伝送距離・通信帯域・運用形
態などの条件が変化しても，欠落・遅延なく通信で
きることが求められる。当社では，上記三要件を満

たすスイッチングハブ製品を「ロバストスイッチ」
と呼び，M

メイスウェイ

EISWAYシリーズとして提供してきた。
本稿では，MEISWAY SW900の後継機種と

して開発したMEISWAY SW910の製品特長・
製品仕様を紹介する。

2	 製 品 特 長

2.1	 耐環境性
社会インフラ向けネットワーク製品には，耐ノイ

ズ性能及び耐環境温度・耐腐食などの堅ろう性が求
められる。SW910は以下に示す耐環境性に関する
特長を有する。
⑴ 広い動作温度範囲
－20～ 55℃の広い温度範囲で動作できる。

⑵ ファンレス及び通風孔レス
ファンレス及び通風孔レス構造を採用しており，
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産業用レイヤ2スイッチングハブ　
M
メイスウェイ

EISWAY SW910の開発
越谷　涼 Ryo Koshiya
田島昌明 Masaaki Tajima
紀幸志郎 Koshiro Kino
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社会インフラ向けネットワークでは，通信系統に障害が発生

するとシステムに与える影響が大きい。そのため，スイッチン

グハブなどの通信機器には，耐環境性や連続稼働に対する高い

信頼性が求められる。

当社が開発した産業用レイヤ2スイッチングハブ　M
メイスウェイ

EISWAY 

SW910は，「止まることがない」「情報が欠落することがない」

「情報が遅れることがない」という三つの要件を満たす「ロバス

トスイッチ」をコンセプトとした製品である。前機種である

MEISWAY SW900と同一形状とし，互換性を維持しながら，

高機能化・ポート数の増加・低消費電力化を実現した。本製品

は，高い信頼性が求められる社会インフラ向けネットワークに

適した通信機器である。

MEISWAY SW910
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ファンの定期交換が不要である。加えて，じんあい
などの侵入を抑制できる。
⑶ 連続稼働寿命10年設計
最適な放熱設計と長寿命部品を採用することで，

周囲温度55℃の環境下において，10年を超える連
続稼働寿命を実現した。
⑷ 基板コーティング
プリント基板にコーティングを施し，耐腐食性能

を向上させている。
⑸ 電力用規格B－402
電力用規格B－402に準拠しており，電力システ

ムで求められる耐ノイズ・耐振動・耐衝撃性能を満
たしている。

2.2	 高信頼性
SW910は，装置や適用システムの信頼性を高め

るため，各種機能を搭載している。
⑴ 各種RAS（Reliability Availability Service-
ability）機能
RAS機能として，装置自己診断・ログ記録・異

常出力接点などの機能を備えている。装置起動時及
び稼働時に自己診断を行い，検出した異常をログと
して記録できる。異常検出時には，異常出力接点を
介して外部に通知できるため，障害の早期対応に寄
与する。
⑵ 高速迂回機能MRTP（Meiden Ring Topology 
Protocol）

前機種SW900同様に，当社独自の高速迂回機能
MRTPを搭載している。リングネットワークでの
障害発生時に約0.5秒で迂回が完了し，ネットワー
クが復旧する。SW910では，MRTPの改良版であ
るMRTP Version2を搭載した。追加機能の一部を
紹介する。
⒜ BPDU（Bridge Protocol Data Unit）監視に 
よる断線検出機能
　第 1 図にBPDU監視による断線検出機能の動
作イメージを示す。通常MRTPではポートのリン
ク状態で断線を検出する。そのためリングネット
ワーク間にモデムなどの中継装置が入っている場
合，中継装置間の断線検出はできない。BPDUと
呼ばれる制御フレームをノード間で送受信するこ
とで接続状態を監視する。一定期間BPDUが受信
されない場合は断線と判断し，経路を切り替える。
制御フレームの送受信で判断するため，中継装置
間の断線のような，ポートリンクダウンを伴わな
い異常も検出できる。
⒝ リングマップ機能
　リングネットワーク上に存在するノード情報を
収集し，ノードの接続関係（リングマップ）をコン
ソール画面上に表示できる。第 2 図にリングマッ
プの表示例を示す。リングマップはブリッジIDで
各ノードの接続関係が示され，ブロッキングポー
トの位置も確認できる。
⒞ ポートパスコスト設定機能

BPDU
BPDU

BPDUをリード間で送受信することで接続状態を監視

BPDU受信が途絶えることで，断線検出

SW910 中継装置 中継装置

断線

SW910

SW910 SW910SW910

SW910 中継装置 中継装置

SW910

SW910

SW910のポートのリンク状態で断線を検出するため，
断線検出できない

断線
リンクアップ状態継続 リンクアップ状態継続

（a） 通常のMRTPの断線検出 （b） BPDU監視による断線検出機能

第 1 図 BPDU監視による断線検出機能の動作イメージ

BPDUをノード間で送受信することで接続状態を監視し，一定期間BPDUが受信されない場合，断線と判断して経路を切り替える。
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ブリッジID：
8000－004089ff0008

ブリッジID：
8000－004089ff0007

ブリッジID：
8000－004089ff0006

ブリッジID：
8000－004089ff0002

ブリッジID：
8000－004089ff0001

ブロッキングポート

ブリッジID：
8000－004089ff0005

ブリッジID：
8000－004089ff0003

ブリッジID：
8000－004089ff0004

第 2 図 リングマップの表示例

コンソール上に表示されるリングマップの例を示す。リングマップからブリッジID：8000－004089ff0005のノードがブロッキングポートを有してい
ることがわかる。

第 1 表 基本仕様

MEISWAY SW910の基本仕様を示す。ファイバーポートを最大2ポート，カッパーポートを24ポート搭載する。

項目 仕様
スイッチングモード ストア　アンド　フォワード
記憶可能なMACアドレス 16,000個
ポート構成 ファイバーポート 100BASE－FXもしくは

1000BASE－LX/BX
（タイプによる）

2ポート
使用コネクタ：LCコネクタ

（対応光ファイバーや通信距離はタイプによる）
カッパーポート 24ポート

フロー制御（IEEE802.3x，BACK PRESSURE）
異常出力／制御入力コネクタ 異常出力5接点，制御入力2接点
ループ（リング）構成における
障害発生時の迂回機能

独自仕様MRTP サポートプロトコル 改良型スパニングツリープロトコル
（MRTP v1及びMRTP v2）

標準仕様STP/RSTP サポートプロトコル スパニングツリープロトコル
高速スパニングツリープロトコル

（STP IEEE802.1D）
（RSTP IEEE802.1w）

マルチキャスト対応 IGMPスヌーピング（IGMPv1/IGMPv2）に対応
VLAN IEEE802.1Q準拠，ポートート／タグベースVLAN

最大グループ数：256
パケット優先制御 IEEE802.1P準拠

ポート単位：8レベルの送信キュー
ネットワーク管理機能 SNMPv1（RFC1157準拠），

SNMPv2c（RFC1902～7準拠），
MIB－Ⅱ（RFC1213準拠）
Bridge MIB（一部対応）
SNMP－trap（遅延送信対応）

サポートプロトコル ICMP，http，IP，SSH
ポートモニタリング 任意ポートのトラフィックモニタリングが可能
ストーム抑止機能 ブロードキャスト及びマルチキャスト，宛先未学習パケット

の破棄が可能
サポート機能 HOL control，gratuitous ARP
設定保存／書き込み コンソール経由（ローカルorリモート）によるコマンド入力

またはファイル転送（z/ymodem）
RAS機能 自己診断機能 起動時+運用時共に実行

障害情報ロギング機能 ログはMRAMに保存
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　パスコストを任意に設定することで，ブロッキン
グできる。ポートの位置を操作することができる。
⑶ セキュリティ機能
SW900は標準アクセスリストを搭載し，装置自

身へのアクセス（SNMPなど）に対して，送信元IP
アドレスに基づいてパケットの通過・破棄を選択で
きた。SW910はそれに加えて拡張アクセスリストを
搭載している。装置のポート間を通過するパケット
に対してMACアドレス・IPアドレス・ポート番号
などの条件に基づいて，パケットを判別する。設定
した条件のパケットのみ通過させ，その他のパケッ
トは破棄することで不正アクセスを防止できる。

3	 製 品 仕 様

SW910について，第 1 表に基本仕様，第 2 表に
環境仕様を示す。ポート構成は，ファイバーポート
2ポート（100Base－FXまたは1000Base－LX/BX），
カッパーポート24ポート（10/100/1000Base－T） 
の合計26ポートである。SW900の24ポートに対し
て26ポートに拡張している。低消費電力スイッチ
エンジンの採用によって，消費電力はSW900比で
約40%低減し，約20Wを実現した。外形寸法は
SW900と同一であり，互換性を有する。SW900同
様にファイバーポートは100Base－FX・1000Base－ 

第 2 表 環境仕様

MEISWAY SW910の環境仕様を示す。通風孔レス化及び－20～55℃の動作温度範囲を実現している。前機種に比べ消費電力を約40％低減した。

項目 仕様
動作温度 －20～55℃
冷却方法 自然空冷（ファンレス）
電源電圧 AC電源タイプ：AC85V～AC242V　47～63Hz

DC電源タイプ：DC80V～DC143V
消費電力 AC電源タイプ：約20VA（AC100V），約32VA（AC220V）

DC電源タイプ：約20W（DC110V）
絶縁耐圧 電源1次－FG/SG 2kV AC　1分間

カッパーポート－FG/SG 1kV AC　1分間
異常出力／制御入力接点－FG/SG 500V AC　1分間

絶縁抵抗 電源1次－FG/SG DC500V　10MΩ
サージ耐量（ツイストペア通信線－FG） 1.2×50μs，±4.5kV
電源ノイズ耐量 方形波インパルスノイズ　1μs/50ns，2kV
電力用規格
B－402

雷インパルス耐電圧 1.2×50μs，4.5kV　正負極性各3回
イミュニティ 減衰振動波イミュニティ 印加電圧：±2.5kV，発信周波数：1MHz

立ち上がり時間：75ns
減衰率：1/2減衰≧3～6サイクル
繰り返し頻度：6～10回以上／1周期

方形波インパルスイミュニティ 印加電圧：1kV，パルス幅：100ns
周波数：50Hzまたは60Hz

放射無線電磁界電波イミュニティ 電界強度：10V/m
掃引周波数：80～1000MHz，1.4～2.7GHz
スポット周波数：80，160，380，450，900，1850，2150MHz

静電気放電イミュニティ 接触：8kV，気中：15kV
温度性能 動作保証：－10～50℃，復元保証：－20～60℃
振動（動作時） 9.8m/s2（10Hz，前後左右，5mm，30s）

4.9m/s2（10Hz，上下，2.5mm，30s）
1.96m/s2（16.7Hz，前後左右上下，0.4mm，600s）

衝撃（非動作時） 300m/s2（11ms正弦半波，前後左右上下，各3回）
質量 AC電源タイプ：約2.7kg，DC電源タイプ：約2.8kg
外形寸法（突起部及びラック取り付け金具は除く） 420mm（W）×43mm（H）×280mm（D）（突起を除く）

標準19インチラック・1Uサイズに適合
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LX/BXを選択できる。装置電源はAC電源・DC電
源を選択でき，様々なシステムに柔軟に対応でき
る。第 3 表にタイプ一覧を示す。選択できるタイプ
は14タイプである。

4	 む す び

MEISWAY SW910の製品特長・製品仕様を紹
介した。IP化された社会インフラ向けネットワーク
の通信機器には，高い信頼性が求められている。当
社は，今後も耐環境性，信頼性を向上させたロバス
トスイッチ製品を提供し，堅ろうな社会インフラ向
けネットワークの実現に貢献していく。

・	本論文に記載されている会社名・製品名などは，それぞれの	
会社の商標又は登録商標である。 
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第 3 表 タイプ一覧

MEISWAY SW910のタイプ一覧を示す。ファイバーポート及び装置電
源が異なる14タイプをラインアップしている。

タイプ 電源
ポート構成

カッパーポート ファイバーポート
1 AC 10/100/1000

BASE－T

24ポート

100BASE－FX（2芯マルチ
モード・2km）：2ポート

2 100BASE－FX（2芯シングル
モード・15km）：2ポート

3 1000BASE－LX（2芯シングル
モード・10km）：2ポート

4 1000BASE－LX（2芯シングル
モード・40km）：2ポート

5 なし
6 1000BASE－BX（1芯シングル

モード・10km）：2ポート
7 1000BASE－BX（1芯シングル

モード・40km）：2ポート
11 DC 100BASE－FX（2芯マルチ

モード・2km）：2ポート
12 100BASE－FX（2芯シングル

モード・15km）：2ポート
13 1000BASE－LX（2芯シングル

モード・10km）：2ポート
14 1000BASE－LX（2芯シングル

モード・40km）：2ポート
15 なし
16 1000BASE－BX（1芯シングル

モード・10km）：2ポート
17 1000BASE－BX（1芯シングル

モード・40km）：2ポート


